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講 義 要 項 

授業科目 病態学総論 担当者 吉田 浩己 

区

分 

単位数 時間数 授 業 形 態 履修年次・前/後 

1単位 30時間 講義・演習・DVD・その他 1年次・後期 

授

業

目

標 

１．病気の発生と進展について理解する。 

授 

業 

内 

容 

１．病理学と看護学 

２．病気の原因(内因・外因) 

３．先天異常、奇形 

４．退行性病変 

５．退行性病変(萎縮・変性) 

６．退行性病変(壊死) 

７．進行性病変 

８．進行性病変(肥大・過形成・化生) 

９．進行性病変(創傷治癒) 

10．循環障害(充血・うっ血・虚血・血栓症) 

11．循環障害(塞栓症・出血・梗塞・ショック・水腫) 

12．炎症 

参

考

文

献

等 

１．系統看護学講座 専門基礎分野 疾病の成り立ちと回復の促進(１)，病理学，医学書院． 

評

価 

１．単位修得試験 

備

考 

実務経験：医師として豊富な実務経験を活かした授業を行う。 


